
市の 人 口 

1 月末現在 

総人口 	50.鰯 

男 	 24.486 
女 	 25. 81 
11」・露脅 	9.582 

男
女
《
 

三
十
六
年
度
の

主
眼
は
 

学
校
整
備
と
農
村
所
得
増
加
を
 

報
 

山
内
市
政
第
一
一
犀
の
方
針
 

a部2円） 	第67号 

発行所 五所川原市役所

電話（代）2,111 
印刷所青森民友新聞社 

昭
和
三
十
六
年
度

の
予
算
市
鵬
会
は
三
月
十
三
日
よ
り
開
会
さ
れ
る
が
新
予
算
は
山
内
市
政
の
第
三
年

目
に
あ
た
り
、
当
初
の
財
政
再
建
計
画
は
三
十
四
、
五
の
両
年
度
に
お
い
て
確
立
し
、
実
施
面
で
も
毎

年
黒
宇
を
だ
し
て
い
る
母
ど
で
、
全
国
赤
字
団
体
八
六
市
町
村
の
う
ち
五
所
川
原
市
と
広
島
県
の
神
辺

町
の
二
つ
が
最
高

の
成
績
を
お
さ
め
て
い
る
と
自
治
省
で
も
高
く
買
つ
て
い
る
し
、
も
う
こ
の
方
は
心

配
な
く
盤
石
と
い
つ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
新
年
度
か
ら
は
建
設
面
に
重
点
を
お
き
、
ま
ず
教
育
行
欧
の

充
実
を
図
る
た
め
松
島
三
小
学
校
の
統
合
新
築
と
北
小
学
校
の
移
転
新
築
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
 

そ
の
た
め
新
年
慶
の
予
算
規
模
も

】
般
会
計
だ
け
で
四
億

一
千
二
百
五
十
九
万
円
と
い
う
ぼ
う
大
な
も

の
と
な
つ
て
い
る
。
 

新年度予算
のあらまし 

六
、
 一
二
四
万
八
千
円
 

△
消
防
費
 

二
一
三
三
〇
万
八
千
円
 

△
土
木
費
 

一
、
五
O
〇
万
円
 

△
教
育
費
 

一
億
二
、
二
五
三
万
七
千
円
 

△
社
会
及
労
功
費
 

一
億
O

、
九
六
六
万
円
 

△
保
健
衛
生
費
 

五
O
五
万
円
 

△
産
業
経
済
費
 

三
O
一
万
二
千
円
 

△
財
産
費
 

一
三
O
万
円
 

△
統
計
費
 

二
二
万
五
千
円
 

△
選
挙
費
 

】
九
五
万
五
千
円
 

△
公
債
費
 

八
四
五
万

一
千
円

△
諸
支
出
金
 

二
、
 一
五
】
万
四
千
円

△
予
備
費
 

一
O
一
万
円
 

合
計
 

四
億
一
、
ニ
五
九
万
ニ
千
円
 

歳
 
入
 

△
市
税
 

一
億
四
、
ー
ニハ
入
万
一
千
円
 

△
地
方
交
付
税
 

八
、
五
五
O
万
円
 

△
曇
営
金
粟
及
財
産
収
入
 

四
五
〇
万
円
 

△
分
担
金
及
負
担
金
 

九
四
万
七
千
円
 

市立各校卒業式 

3月15日 七和高 

3月17日 栄中 中川ク 長橋ク

飯詰ク 根島ク 七和・ 

3月20日 五中 三好ク 

22日 南小 栄ク 田川ク

松島ク 鶴力岡ク 毘

沙門N 羽野木沢ク 

23日 五小 沖飯詰ク 松

野木ク ーノ坪ク 飯 

胎ク 高野ク 

24日 七ッ舘小 藻川ク 野

里心 金山小 水野尾 

ク 前田野目ク 

永
槽
外
）
四
七
一
。
千
円
 

土
木
事
業
 
一
五
〇
O
O
千
円

そ
の
他
 
五
〇
九
二
千
円
 

右
の
よ
う
に
事
業
費
は
歳
出
予

算
の
三
四
％
を
含
め
、
そ
の
大

半
が
学
校
の
新
増
築
に
む
け
ら

れ
そ
の
社
か
、
消
防
施
設
も
市

の
発
展
に
応
じ
て
ポ
ン
プ
の
増

般
や
水
槽
構
築
に
四
百
七
十
万

円
を
投
ず
る
等
、
新
し
い
都
市

づ
く
り
が
着
4
と
進
め
ら
れ
て

い
る
。
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消
防
団
の
出
初
式
 

一
 
一
 

三
月
塵
芥
 

一
処
理
日
程
 

新
宮
町
十
六
日
綿
ク
十
六
，
 

七
、
十
九
、
二
十
ク
、
幾
島

原

ク
十
八
、
ニ
十
一
日
、
上

井
ク
二
十
ニ
ク
、
中
平
井
ク

五
ク
二
十
三

4
、
下
平
井
ク
 

●
 

十
川
町
）
 十
九
ク
、
二
十
四
 

（
 
敷
島
（
十
、
十

一
、
ニ
十
五
 

～
 
二
十
六
、
二
十
九
、
三
十
、
 

（
、
十
二
、
十
三
，
ニ
十
六

二
十
七
、
三
十
ー
ク
、
大
ク

四
、
ニ
十
八
ク
、
寺
ク
二
十
 

し
ン
、
岩
木
ク
二
十
三
 

ー
ート
 

m 曙讐講姦器） 昭和36年 3月I0日 原
 

所
 

d
 

』
  

五
 
ま
ず
一
般
会
計
歳
出
の
内
訳
は
 

（
千
円
以
下
略
）
 

△
鵬
会
費
 

八
三
一
万
六
千
円
 

△
市
役
所
費
 

あ
な
た
の
固
定
資
産
税
は
 

3
月
1
1日
か
ら台
帳
を
縦
覧
 

午
 

が
《
 

当
【
 

に
伊
 

あ
《
 

パ
ン
 

市
内
七
 

放
水
演
 

放
水
演
ア
 

優
の
連
消
 

名
物
の
明
 

し
現
在
h
 

一
分
団
》
 

ン
プ
も
「
‘
 

威
容
を
イ
カ
ン
f
 

民
に
大
き
な
感
銘
を
・
 

そ
の
後
消
防
署
前
で
マ
ト
・
 

り
、
市
長
訓
示
、
来
賓
の
祝
r
 

表
彰
式
が
あ
り
万
才
三
唱
が
あ
ー
 

つ
て
正
午
無
事
日
程
を
終
了
し
一
高秤
 

た
．
 

一
寿
男
、F
 

消
防
団
長
表
彰
お
よ
び
消
防
署
一
）
 

長
表
彰
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
 

固
定
資
産
税

は
毎
年

一
月
一
日

現
在
で
固
定
資
産

（
土
地
、
家

屋
、
償
却
資
産
）
を
所
有
し
て

い
る
人
へ
そ
の
資
産
の
適
正
な

時
価
（
評
価
額
）
を
も

と
と
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
基

礎
と
な
る
課
税
台

帳
が
三
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
間
縦
覧
さ
せ

ま
す
か
ら
こ
の
欄
会

に
そ
の
概

要
に
つ
い
て
簡
単

に
ご
脱
明
し

た
い
と
お
も
い
ま
す
。
 
‘
 

固
定
資
産
の
評
価
欄
は
税
法
で

三
年
に
】
回
更
新
す
る
よ
う
に
 
 な

つ
て
お
り
今
年
が
そ
の
更
新

の
年
で
あ
る
こ
と
は
昨
年
末
の

家
屋
の
蘭
査
等
で
納
税
者
の
み

な
さ
ん
は
す
で
に
ご
承
知
の
こ

と
と
お
も
い
ま
す
．
 

税
務
課
で
は
新
し
い
評
価
額
決

定
の
た
め
の
計
算
も
終
り
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
あ
や
ま
り
な

ど
な
い
か
み
な
さ
ん
に
本
庁
お

よ
び
各
支
所
で
縦
覧
さ
せ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
こ
で
特
に
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
は
異
鵬
申
立
は

一
 
 

般
の
税
金
と
は
8
1で
あ
り
、
こ

の
縦
覧
期
日
後
十
日
以
内
と
さ

れ
て
お
ま
り
す
か
ら
か
な
ら
ず

こ
の
期
間
中
に
課
税
台
帳
を
み

て
お
き
五
月
に
令
書
が
配
付
さ

れ
ま
し
た
ら
笑
つ
て
納
税
す
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

お
も
い
ま
す
。
 

こ
の
重
要
な
評
価
に
つ
い
て
の

市
の
方
針
等
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
．
 

な
お
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
何
時
で
も
税
務
課
に
お
問
合
 
 せ

網
い
ま
ナ
。
 

土
地
 
土

地
は
先
に
評
価
 

し
ま
し
た
昭
和
三

十
三
年
慶
か
ら
み
ま
す
と
物
価

地
価
と
も
に
上
昇
し
て
お
り
ま

す
の
で
欧
府
か
ら
宅
地
に
つ
い

て
は
六
％
、
田
畑
三
％
、
そ
の

他
の
土
地
に
い
つ
て
は
三
・
五

％
の
引
上
げ
が
指
示
さ
れ
ま
し

た
の
で
特
に
価
格
変
助
の
巌
し

い
宅
地
を
除
き
、
 一
応
こ
の
指

示
に
よ
つ
て
決
定
す
る
意
向
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
柵
合
田
畑

の
平
均
価
格
は
田
は
平
均
反
当

二
五
七
〇
〇
円
か
ら
二
六
六
O
 

O
円
位
、
畑
は
平
均
反
当
九
九

六
O
円
か
ら

一
〇
三
O
〇
円
位

と
な
り
ま
す
．
 

な
お
宅
地
に
つ
い
て
は
旧
町
と

各
支
所
と
で
は
相
当
価
格
等
に

も
差
が
あ
り
ま
ず
の
で
こ
の
均
 

Z
，
疎
鷲
霧

早
円
一
 

△
国
庫
支
出
金
 

八
、
七
八

一
万
六
千
円
 

△
県
支
相
金
 

「
毛
六
万
四
千
円
 

△
雑
収
入
 

四
七
〇
万
二
千
円
 

△
市
債
 

四
、
六
〇
0
万
円
 

△
繰
入
金
 

二
、
O
O
O
万
円
 

合
計
 

四
億

一
、
二
五
九
万
二
千
円
 

こ
の
増
鶴
さ
れ
た
予
算
の
分
折
 

の
結
果
と
事
業
内
容
は
つ
ぎ
の
 

と
お
り
で
あ
る
。
 

O
分
折
 

人
件
費
 
九
六
O
七
六
千
円
 

二
三
％

物
件
費
 
四
四
三
四
五
千
円
 

一
O
%
 

雄
持
補
修
費
 
九
四
O
七
中
円
 

一
 
一
  
％
 

衝
等
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。
 

家

屋
 
家
屋

の
評
価
替
に
 

つ
い
て
は
昨
年
か

ら
の

一
斉
隅
査
実
施
等
に
よ
り

ご
承
知
と
は
お
も
い
ま
す
が
こ

の
調
査
の
目
的
は
今
年
三
年
間

評
価
額
を
据
置
く
た
め
の
よ
り

正
確
な
資
料
を
得
る

こ
と
、
昭

和
三
十
四
年
慶
に
家
屋
の
評
価

方
法
が
大
巾
に
改
正
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
評
価
が
使
用
さ
れ
な

か
つ
た
こ
と
お
よ
び
家
屋
に
つ

い
て
は
合
併
後
大
き
な
開
査
が

お
こ
な
わ
れ
ず
旧
村
の
資
料
を

補
正
し
て
使
用
し
て
い
た
た
め

地
械
ど
と
に
若
干
の
ず
れ
が
あ

つ
た
の
で
は
こ
の
均
衡
を
計
る

こ
と
の
三
点
が
特
に
重
要
な
目

的
で
あ
り
家
屋
の
評
価
を
特
朋

引
上
げ
る
た
め
の
調
査
で
は
な

い
こ
と
を
充
分
理
解
し
て
い
た
 
 

市
消
防
団
恒
例
の
昭
和
三
十
六

年
出
初
式
は
二
月
十
入
日
二
の
 

フ
 

ン
 

ボ
 

気
 

蒸
 

下
 

進
 

行
 

式
 

初
 

出
 

上
 

,
J
 

真
 

写
 

r
 

柵
械
器
具
を
所
有
し
て
お
り
ま

す
が
そ
の
う
ち
一
年
以
上
に
わ

た
り
使
用
で
き
る
も
の
で
取
得

価
格
が
五
O
O
O
円
以
上
で
あ

る
も
の
を
償
却
資
産
と
し
て
課

税
し
ま
す
が
こ
の
評
価
の
決
定

は
そ
の
取
得
価
を
基
準
に
そ
の

耐
用
年
数
等
を
考
慮
し
て
決
定

さ
れ
ま
す
。
こ
の
価
格
の
計
算

は
法
人
税
法
に
よ
り
こ
ま
か
く

規
定
さ
れ
て
お
り
今
回
は
別
に

改
正
等
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
 
 

市
民
生
課
で
は

一
月
か
ら
二
月

に
か
け
て
各
地
区
で
第
一
次
一

回
目
の
小
児
マ
ヒ
予
防
接
種
を

実
施
、
そ
の
際
第
二
回
目
の
日

程
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
ワ
ク
チ
ン
の
都
合
よ
り
接
種

期
日
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
問
違
い
の

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

接
歯
期
日
お
よ
び
柵
所
 

〇
栄
地
区
、
三
月
二
十
二
日
栄

支
所
〇
毘
沙
門
ク
ク
、
二
十
三

予
毘
沙
門
小
学
校
、
O
飯
詰

ク

ク
、
二
十
四
ク
飯
詰
診
療
所
o
 

三
好
ク
ク
二
十
七
矛
三
好
診
療
 
 

所
、
〇
七
和
ク
ク
二
十
八
ク
羽

野
沢
小
学
校
、
O
旧
五
所
川
原

小
曲
ク
ク
二
十
九
ク
西
北
病
院

小
児
科
．
〇
松
島
ク
ク
三
十
ク

松
島
小
学
校
、
〇
中
川
ク
ク
三

十
ー
ク
中
川
診
療
所
、
O
長
橋

ク
・
四
月
三
日
長
橋
診
療
所
O
 

梅
沢
・
ク
四
ク
梅
沢
支
所
，
 

全
地
区
都
合
に
よ
り
実
施
で
き

な
か
つ
た
人
は
四
月
五
日
西
北

病
院
小
児
科
で
お
こ
な
い
ま
す

な
お
時
間
は
各
地
区
と
も
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
と
な
つ
て

一
い
ま
す
．
 

昭
和
三
十
五
年
分
甘1予
p
i
 

で
あ
る
確
定
申
告
の
時
期
が

い
り
ま
し
た
‘
 

O
申
告
と
納
税
は
期
限
を

り
ま
し
よ
う
。
 

0
申
告
と
納
税
の
期
限
は

月
十
五
日
ま
で
で
す
。
 

O
納
税
額
が
多
網
に
増
加

て
納
付
困
競
な
方
に
は

定
の
条
件
に
よ
り
五
月

十
】
日
ま
で
徴
収
猫
予

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
 

（
税
務
署
に
申告
期
限

で
に
相
験
く
だ
さ
い
）
 

〇
最
桑
協
同
組
合
員
め
方

納
税
は
最
脇
ょ
り
納
税

れ
る
よ
う
希
黛
し
ま
す
 

広
 

市
 
一
 

」
ク
且
●
●
軒
馬
玉
，
 

七
五
五
二

一
千
円
 
十
八
％

出
資
金
 
七
〇
O
千
円
 

事
業
費
 
一
三
九
五
九
二
千
円
 

三
四
％

公
債
費
 

一
九
五
入
四
千
円
 

五
％
 

赤
字
返
済
分
（
利
子
を
含
む
）
 

二
七
三
六
七
千
円
 
七
％

計
 
四

一
二
、
五
九
二
千
円

〇
事
桑
費
の
お
も
な
る
内
訳

学
校
建
築
費
八
七
ニ
二
七
千
円

五
所
川
原
小
学
校
移
転
新
築

根
島
統
合
小
学
校
移
転
新
築

毘
沙
門
小
学
校
屋
体
新
築

飯
詰
小
学
校
増
築
 

中
川
中
学
校
増
築
 

藻
川
小
学
校
増
築
 

一
野
坪
小
学
校
屋
体
新
築

栄
小
学
校
増
築
 

蚕
営
住
宅
建
設
事
業

（
百
戸
）
 

三
〇
七
一
四
千
円
 

失
粟
対
策
事
業
六
八
四
九
千
円

消
防
施
設
事
票

（
ポ
ン
プ
防
火
 

だ
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
 

し
か
し
と
れ
ま
で
の
評
価
額
が

時
価
よ
り
は
相
当
ひ
く
く
な

つ

て
い
る
に
め
市
全
体
と
し
て
約
 

八
％
位
引
上
げ
る
よ
う
政
府
か

ら
指
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
の
 

調
査
を
も
と
に
特
に
一
般
家
屋

よ
り
建
築
費
が
多
く
か
か
つ
た

よ
う
な
家
屋
や
一
般
的

に
み
て

こ
れ
ま
で
の
評
価
額
が
類
似
家

屋
よ
り
特
に
ひ
く
か
つ
た
よ
う

な
家
屋
に
つ
い
て
は
他
と
の
均

衡
上
若
干
評
価
額
の
是
正
が
あ

り
ま
す
が
市
内
全
部
の
家
屋
を

一
率
八
％
引
上
げ
る
よ
う
な
こ
 

ー
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ご
安

心
ね
が
い
ま
す
。
 

償

却
資

産
 
事

業
を
営
 

む
方
は
土
 

地
，
家
屋
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
 

山内 市長 

小
児
マ
ヒ
ニ
回
目
接
種
 

期
日
変
更
に
な
り
ま
し
た
 



家
事
問
題
が
ト

ツ
プ
 

好
評
の
心
配
ご
と
相
談
所
 

市
中
央
会
民
舘
内
に
さ
る
二
月
一
日
か
ら
開
設
し
て
い
る
市
の
「
心
配
ご
と
相
談
 

所
」
は
二
月
中
に
四
回
開
設
し
、
二
十
八
件
の
心
配
ど
と
を
受
け
つ
け
、
市
民
の
 

悩
み
ご
と
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
つ
て
い
る
。
 

・

i
、
」
 
心配
ご
と
を
も
ち
ー
を
は
た
し
、利
用
者
か
ら
好
感
 

五
シ
ー
 
こ
ん
で
く
る
人
は
ー
を
よ
せ
られ
て
い
ま
す
。
 

一
r
」
」
中
年
の
女
性
が
圧
一
な
お
市の
心
配
ご
と
相
談
所
は
 

坊
一
”雑
級
監
臨
籍
蕊
難
緩
警
 

Ja
、
 
世
相
を
反
映
し
て
時
ま
で
開
設
し
て
お
り
一
切
無
 

相
 
一一
 家
事
相
談
が
ト
ッ
 
料で
す
の
で
ど
ん
な
悩
み
ご
と
 

」
 
プで
九
件
を
占
め
 
で
も
気軽
に
ど
し
ど
し
利
用
く
 だ

さ
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
お
り
ま

す
。
 

今
月
こ
れ
か
ら
の
相
談
日
載
よ

び
相
談
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
 

あ
り
ま
す
。
 

、
 

〇
十
五
日
 

高
満
タ
カ
（
市
鵬
）
神
重
三
 
へ
 

公
民
舘
長
）
佐
藤
貞

（
婦
人会
 

簡
易
保
険

営
し
て
お
り
ま
す
。
 

は
郵
便
局

ま
た
収
納
曳ぐ
れた
保
険
料
も
地

の
保
険
と
 方
還
元
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
ろ

し
て
親
し
 が
け
、
地
方
公
共
団
体
等
に
融

ま
れ
て
お

資
す
る
こ
と
k
よ
り
道
路
、
住

り
、
国
民

宅
、
学
校
の
建
設
資
金
な
ど
公

生
活
の
安

共
の
福
祉
肥
役
立
つ
よ
う
運
用

定
と
そ
の
 さ
れ
て
お
り
ま
す
．
 

生
命
を
保

さ
い
わ
い
国
民
各
位
の
ご
理
解

険
す
る
と
 あ
る
ご
協
力
に
よ
り
保
険
金
総

い
う
重
要

額
二
兆
円
と
い
う
強
固
な
基
礎

な
役
割
を
 
に
ま
で
発
展
し
、
そ
の
は
た
す

で
き
る
だ

役
割
も
ま
す
ま
す
重
大
な
も
の

け
安
い
保
 
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

険
料
で
奉
 し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
重

仕
す
る
こ
 大
な
使
命
を
十
分
は
た
す
た
め

と
を
建
前
 
に
は
是
非
毎
月
の
保
険
料
を
確

と
し
て
運
実

に
払
い
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
 と

が
先
決
要
件
と
な
る
わ
けで

あ
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
郵
政
省
で
は
三
月
中
を

払
込
保
険
料
確
保
の
月
と
し
て

と
ど
こ
お
り
な
く
保
険
料
を
払

い
込
ん
で
い
た
だ
く
運
動
を
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
月
お
く
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
な
る
べ
く
早

め
に
保
険
料
を
お払
い
込
み
く

だ
さ
る
よ
う
お
鵬
い
し
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
も
し
月
お
く
れ
に
な
つ
て

い
る
保
険
料
に
つ
き
ま
して
も

是
非
こ
の
際
正
常
払
込
に
も
ど

す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す

な
お
大
変
有
利
な
保
険
料
の
払

込
方
法
と
し
て
団
体
払
込
制
慶

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
 だ

け
こ
れ
を
ご
利
用
な
さ
る
こ

と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
 

団
体

払
込
制

度
 

の
あ
ら

ま
し
 

婦
人
会
、
P
T
A、
町
内
会
と

い
・
よ
う
な
団
体
ま
た
は
会
社

工
嶋
、
官
庁
、
学
校
等
の
破
揚

で
十
五
人
以
上
が
あ
つ
ま
つ
て

簡
易
保
険
の
団
体
を
つ
く
り
、
 

そ
の
団
体
で
毎
月
の
保
険
料
を

ま
と
め
て
払
い
込
め
ぱ
そ
の
都

慶
払
込
保
険
料
の
七
分
を
割
引

す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す

ま
た
団
体
払
込
保
険
料
を
前
納

し
て
い
た
だ
く
場
合
に
は
払
込

保
険
料
が
三
カ
月
分
を
超
え
る

場
合
は
入
分
、
六
カ
月
分
を
超
 え

る
場
合
は
一
割
と
割
引
率
が
 

一
段
と
有
利
に
な
つ
て
お
り
ま

す
。
 （
こ
の
剖
引
額
に
は
団
体

代
表
者
に
対
す
る
手
数
料
に
あ

た
る
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
の
で
念
の
た
め
申
し
そ
え
ま

す
）
 

な
お
割
引
額
の
処
分
に
つ
い
て

は
団
体
で
き
め
て
い
た
だ
け
ば

よ
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
現
在

で
き
て
お
り
ま
す
団
体
の
例
で

申
し
ま
す
と
．
団
体
の
運
営
資

金
、
親
ぼ
く
会
の
資
金
な
ど
に

あ
て
た
り
、
婦
人
会
舘
の
建
設

防
犯
灯
の
設
置
あ
る
い
は
設
備

資
金
に
充
当
す
る
な
ど
有
利
に

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ス
キ
ー
大
 

市
教
育
委
員
会
、
体
育
協
会
主

催
の
第
三
回
市
民
ス
キ
1
大
会

は
中
学
生
、
 一
般
約
七
O
名
が

参
加
し
て
五
日
午
前
十
時
か
ら

嘉
瀬
ス
ロ
ー
プ
で
お
こ
な
わ
れ

た
．
 

会
結
果
 

＠
白
川
豊

（
五
中）
5
8秒6
 

国
北
川
文
明

（
飯
詰
中）
5
8
一
 

9
因
工
藤
彦
一
（
長
橋中
）

,
 

分
6
秒
8
 

O
回
転

（
一
般の
部
）
 

e
伊
藤
勇
（
十
三
千
拓
）
4
1
一
 

4
0
斎
藤
誠

（
五農
）
4
3
秒
一

②
原
一
夫

（
東
北
電
力）
り
）
 

簡易保険のあらまし 
五所川原郵便局からお知らせ 

ス
ロ
ー
プ
は
雪
不
足
と
、
と
き

ど
き
小
雨
ふ
る
最
悪
の
コ
ン
デ

イ
シ
ョ

ー
で
あつ
た
が
シ
ー
ズ

ン
最
後
の
大
会
と
あ
つ
て
参
加

選
手
は
大
ハ
リ
キ
り
。
 

入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
 

〇
回
転
（
中
学
校
）
 

e
成
田
篤
信

（
五
中）
5
4秒I
 

②
神
泰
幸
（
ク
）
5
4秒5
 

I
~
 

E
g‘
・E
…

s】
巨
・L【
巨
，
三」
三‘
三
言
，
一
三
I
‘
昌
三
三
！‘

T
L
ゴ甘
！E三
！
“
・
巨
巨
」
E，巨
“

b
E。
三
』
“

'
,，
、
“
巨
“
昌
，
．に
E昌
r
'
.r
 
野
康
弘

（
長
橋
中）
 

三
九
O
〇
O
馴
）

と
同
じ
く
最
高
で
あ
る
。
 

五
一
O
O
O
 

〇
火
災
原
因
及
件
数
 

五
O
O
OO
 
子
ど
も
弄
火
十
二
件
、
残
火
不
 

四
入
〇
〇
O
 
始
末
八
件
、
こ
た
つ
四
件
，
ス
 

五
四
O
O〇
 
パ

ー
ク
三
件
、
タ
．ハ
コ
、
プ
ロ
 

梅
 

沢
 
二
四

O
〇
〇
 
パ
ン

ガ
ス
、
故
火
、
山
林
火
災
 

が
と
も
に
二
件
、
 ェ
ン
ト
ツ
、
 

、
 

失
火
、
石
油
コ
ン
ロ
、
油
火
災
 

濃
輪
鱗
わ
ゴ
」
 

七飯掻長三 

沢和詰島橋好 

 

一
一
 

 

 

小 

地
元
民
の
多
年
の
要
望
で
あ
つ

た
小
曲
集
会
所
は
昨
年
十
月
十

六
日
か
ら
総
工
費
三
十
万
円
で

工
事
に
着
手
し
て
い
た
が
こ
の

ほ
ど
完
成
、
さ
る

一
日
午
前
十

時
か
ら
同
集
会
所
で
山
内
市
畏

を
は
じ
め
市
鵬
会
関
係
者
、
エ
 

事
関
係
者
ら
多
数
の
来
賓
と
地

元
民
が
集
つ
て
盛
大
に
竣
工
式

を
お
こ
な
つ
た
。
 

同
集
会
所
は
木
遣
モ
ル
I
ル
塗

平
家
建
二
十
六
坪
で
こ
の
使
用

材
は
学
校
の
解
体
材
を
使
用
し

た
も
の
で
あ
る
．
 

つ
つ
r
つ
廷
主
ョ
を
与
ト
え
ヒ
 
てい
て
は
だ
ん
だ
ん
弱
る
む
で
一
五名
、
子
 

<‘
、
「
し
月

4
昌
d一
」
‘
昌
一
」カ
，ス
Jム
」
、
」
1
1
ノ
ブ
 
ノ三
“
‘
，
一
二J一1
 一
 

文
×
一
七
手
へ一
、
」、
一
事
ノ
 
二「ト
る
ぺく
起
き
て
身
体
を
動
か
一日
五
所
川

r
 

t
ト
か
酢
」
で
‘
仕
か
。
t
し

す
こ
と
な
ど
で
あ
る
・
 

一六
車
で
関
東
地

」
 
一

c
名
 
〇
回
転

つ
レ
ー
（
中
学
博
 

ち
ろ
ん
津
帳
地
方
で
も
い
ち
は
睡

眠
時
間
は
平
均
七
時
間
か
ら
ーが
出
発
す
る
。
各
中
学
校
か
ら

e
五
中
チ
ー
ム
目
り
m
，
『
 

認
瀦
翫
））
慧
襲
簾
鍛堕
鱗
灘
）蕊
餐
議
雄
 

桧
三
郎
さ
ん
の
妻
サ
ワ
さ
ん
は
ま

た
松
三
郎
さ
ん
は
六
o
才
の
 六
名
、
七
和
中
十
一
名
，
長
橋

旧
土
味
事
務
概
呼
り
」
5
1
一

刊
年
如
九
o
争
．
、
ま
た
二
知
 こ
ろ
四
国
の
金
比
羅
さ
ま
へ
参

中
十
一
名
、
飯
詰
中
二
十
名
と

o
五
中
曹

5
5
秒
“
e
東
」
 

の
子
秩
も
十
五
年
前
に
亡
く
な
拝

m
市
”
書

吃
い
卿
唯
三
十

な
つ
て
い
脱
“
“
ー

！
！
ー
b
」
」
紐
』ー

 

り
、
現
在
は
孫
の
武
雄

（
五三
三
観
音
参
り
を
全
部
巡
つ
た
こ
 

・
り
ー
】
H

ー
「
ー
ト
「

一
《、
」
、こ
 

）
さ
ん
、
妻
の
カ
ヅ
（
四
九
）
 
とな
ど
若
い
と
き
の
思
い
田
を
 

山
目
篠
？
隊

α
妙
恒
．

出
F
狛
オ
Z
ュ
 

一
」
難
羅
鷺響
難
難
熱
舞響
一
 

t
し
い
時
に
は
留
守
番
を
か
ね
一
回
は
行
つ
て
見
た
い
と
大
ハ
 
午隣
」
鼻
か
ら
中
央
公
民
館
で
」
外

三
巻
と
な
つ
て
、
る
‘
 

ト
争
「
「
馴
馴
か
ト
ど
戸
つ
 リ
ヤ
リ
・
●
三
郎
さ
ん
の
い
ま
闘
か
）
 ●
す
．
プ

p
グ
ヲ
ム
は
 

レ
 

（完成tた小曲集会所） 

五 所 川 原 市 広 報 	 （1部2円） 第67号 報
世
 』 
てお
り
こ
れ
に
つ

一
一
 
い
で
民
事
相
談
、
 

債
務
相
談
が
と
も

に
四
件
で
あ
り
ま
し
た
．
 

一、
内
答
別
に
み
る
と
家
事
九
件
，
 

‘

民
事
、
債
務
四
、
税
金
、
最
業

三
，
社
会
二
、
刑
事
、
職
業
。
 

i
 モ
の
他
一
と
な
つ
て
い
る
。
 

1
 こ
れ
ら
の
相
談
に
は
民
生
委
員

瞬
停
委
員
、
保
麓
司
ら
そ
れ
ぞ
 

r
れ
十
二
名
が
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
 

I
相
談
日
（
毎
週
水
曜
日
）
 に
は
 

市
消
訪
本
部
で
は
昭
和
三
十
五

年
中
に
市
内
で
発
生
し
た
火
災

に
つ
い
て
こ
の
ほ
ど
火
災
白
書

を
発
表
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
る
と
焼
火
建
物
は
延

三
二
一
二
平
方
米
、
林
野
五
九
 

O
ァ
1
ル
、
死
者
三
名
、
傷
者

十
名
と
な
つ
て
い
る
。
 

ま
た
発
生
総
件
数
は
四
十
四
件

で
昭
和
三
十
四
年
の
四
十
八
件
 

損
害
額
二
四
五
一
万
円
 

標
鉛
市

消
防
木
部
火
災
白
書
 

満百才を迎えた 

山口松三郎さん 
孫・ヒコ・ヤシヤゴ相手に大元気 

四
名
の
委
員
が
出
て
親
身
に
な
 

叫
 

”
駕
賜

製
盤
締

編

柿
屋
喝
生
町『
一
」88〇
 

年
民

舘
に
お
い
て
昭
和
三
十
六
年

川

端
町
 

一
五
α
α。
 

秘
一
器
時騒
報

謹
踊
累
 

”
 
蒜

8
g
g
 

昭
 
の
各
地
区
配
分
を
つ
ぎ
の
と
お

寺
町
、
岩
木
町
 
一
入
。
O
〇
 

り
決
定
し
ま
し
た
。
 

敷
島

町
 
一
五

O
O
o
 

こ
の
運
動
期
間
は
四
月
宋
日
ま

上
平
井
町
 

一
O
O〇
o
 

で
で
す
の
で
市
民
の
み
な
さ
ん

中
平
井
町
 

一
四
〇
o
O
 

 
Aフ

 
の
ご協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 下
平
井
町
 

一
三
O
〇
O
 

各
地
区
割
当
額
 

柏
原
，
幾
島
町
 

「
主
〇
〇
o
 

田
園
蘭
布
 
二

〇
〇
O
 
錦
 

町
 

一
六
O
O
o
 

栄
 
町
 
八

O
〇
O
 
東
 

町
 

五
O
〇
o
 

田
 
町
 
一

四
O
O〇
 

十
川

町
 

三
〇
o
o
 

平
和
町
 
一
九

o
oO
 
新
宮
 
末
広
町
 
四
O
〇
o
 

元
 
町
 
】

O
O
（〕
o
 
大
 

口
 
一

O
Oo
O
 

新
 

町
 
一

O
O
OO
 
小
 

曲
 
六

O
Oo
 

谷
町
 
入

O
OO
 
毘

沙

門
 

二
三
〇
O
o
 

田
町
 
四

O
OO
 
栄
 

r」
九O
O
o
 

町
 

五
O
OO
 一中
 

川
 
四

、
く

O
o
 

 

協
階
会
長
）
中

村
文
男

（
民
生

委
員
）
 

〇
二
十
二
日
 

黙
繊
姉
 

（
債務
調
停
委

負
）
三
上
忠
吉
 

（
民生
委
員
）
 

神
吉
太
郎
（
同）
 

〇
二
十
九
日

太
田
良
作

（
保

護
司
）
阿
部
芳

五
郎

（
人権
擁

護
委
員
）
山
内

藤
七
（
民
生
委

員
）
鶴
谷
正
志
 

（
民生
委
員
）
 

漏
電
、
花
火
、
電
気
コ
ン
p
が
 
二月
五
ク
 

一
八
七
千
ク
 

と
も
に
一
件
と
な
つて
い
る
。
 三
月
五
ク
 

一
四
八
千
ク
 

O
地
区
別
発
生
件
数
 
四

月
五
ク
 
六

O
九
千
ク

五
所
川
原
二
十
、
飯
詰
五
、
七
 
五月
三
ク
 
三
九

O
八
千
ク
 

和
五
、
中
川
四
、
松
島
ニ
、

三
 
六月
ニ
ク
 

一
一
千
ク
 

好
二
、

梅
沢
二
、
毘
沙
門
二
、
 七

月
七
・
 

四
千
・
 

長
橋
一
、

栄

一
 

人
月
一
】
ク
 

五
千
ク
 

〇
覚
知
別
 

九
月
二
 

五
一
千
 

一
一
九
番十
八
、
望
楼
十
三
、
 十

月
二
 

一
千
 

事
後
十
一
、
 一

般
電話
二
 

十
一
月
四
  

一
二
一
六
千
 

O
時
刻
別
 

十
二
月
四
 
六
一

五
千
 

午
前
一
時
ー
三
時
六
件
、
四
時

“

'
!
 

字
略
に
た
た
せ
ら
れ
た
人

A
に

正
し
い
方
向
を
さ
し
示
す
役
目

斤
字
略

に
た
た
せ
ら
れ
た
人

A
に
 

，
 
正
し
い
方
向
を
さ
し
示
す
役
目
 

【
 
っ
て
実
情
を
き
き
法
律
問
題
な
 

j
 ら
裁
判
所
へ
と
い
う
よ
う
に
親
一

り
一
【g
‘
ト
・
一
こ・
‘
、
一
ニ
・
一
 

切
に
指
導
す
る
な
ど
人
生
の
十
 

“
・
 
に

く
ら
べ
て
四
件
少
な
く
な
つ
 

て
い
る
の
に
対
し
損
害
欄
で
は

昭
和
三
十
四
年
は
六
四
二
六
千

円
に
対
し
昭
和
三
十
五
年
は
一
一

四
五
一
二
千
円
と
一
八
〇
六
千

円
も
多
く
な
つ
て
い
る
。
 

火
災
厚
因
で
は
子
供
の
火
遊
び

が
十
二
件
で
三
十
四
年
（
入
件
 

一
一一
「
」
一
一
一
「

一
難
馨
 

「
繰護
難

千
円rー

鯛
ゆ轄
認
藁
識
 

た長武さ
ぱ声“‘・、 

日
赤
募
金
に
ご
協
力
を
 

市
目
標
は
六
四
万
二
千
円
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